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淡路島の農業農村整備 令和５年度版 

Ⅰ 淡路地域の概要 

１ 位置・地勢 

  淡路島は、瀬戸内海の東端に位置し、南北55km・

東西28kmの細長い島で、東は大阪湾、紀淡海峡を隔

てて大阪府、和歌山県に、南は大鳴門橋で徳島県に、

北は明石海峡大橋で神戸市に隣接している。 

面積は595.63  で、県全体（8,400.94  ）の 7.1％

を占めている。北部は津名山地が南北に走り、その

東西はいずれも傾斜地で海岸線に若干の耕地を形成

している。中部から南西部にかけては島内最大の平

坦地である三原平野が広がり、南部は諭鶴羽山地が

東西に走り断崖絶壁の海岸線を形成している。この

海岸から南約４kmの海上には沼島がある。 

２ 人口 

人口は 124,564 人（R4.10.1 現在）で全県の 2.3％を占めている。前回の国勢調査

（R2.10.1現在）比2,973人の人口減（△2.3％）となっている。 

 推計人口 

（R4.10.1現在） 

国勢調査 

（R2.10.1現在） 

増減率 

（％） 

全  県 5,403,823 5,469,184 △1.2 

 淡路地域 124,564 127,537 △2.3 

  洲本市 40,325 41,329 △2.4 

南あわじ市 42,932 44,180 △2.8 

淡路市 41,307 42,028 △1.7 

３ 総生産額（産業別） 

  総生産額（令和元年度）は 4,636 億円で全県の 2.1％を占めている。産業別の構成比

では、第１次産業が4.8％、第２次産業22.1％、第３次産業が72.5％となっており、第

１次産業の占める割合は全県値(0.4％)を大きく上回っている。 

                                  （単位：億円） 

総生産額 第１次産業 第２次産業 第３次産業 

全  県 221,952 1,966 

(0.4％)

68,208 

(30.7％)

151,429 

(68.2％)

 淡路地域 4,636 221 

(4.8％)

1026 

(22.1％)

3,361 

(72.5％)

対全県割合 2.1％ 22.9％ 1.5％ 2.2％ 

     注）下段（ ）書きは総生産額に占める割合 
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４ 農林水産業 

（１）農畜産業 

   耕地面積は9,372haで全県の27.8％を、総農家戸数は7,658戸で 11.4％を占める。 

   主要作物は、水稲（3,078ha）、たまねぎ（1,454ha、全県の89.2％）、レタス（1,113ha、

全県の92.8％）、カーネーション（14.5百万本、全県の96.1％）などである。 

   農業産出額は314億円で全県（1,478億円）の21.2％を占めている。 

   また、畜産関係では、乳用牛4.6千頭、肉用牛15.0千頭を飼育しており、特に繁殖

雌牛は8.7千頭で全県の49.5％を占めている。 

耕地面積

(ha) 

総農家 

戸数 

(戸) 

農 業 

産出額 

(億円) 

主要作物 

水稲 

(ha) 

たまねぎ

(ha) 

レタス 

(ha) 

ｶｰﾈｰｼｮﾝ 

(百万本) 

全  県 72,820 67,124 1,478 35,800 1,630 1,200 15.1

淡路地域 9,372 7,658 314 3,078 1,454 1,113 14.5

対全県割合 12.9％ 11.4％ 21.2％ 8.6％ 89.2％ 92.8％ 96.0％

※出典：「第70次兵庫農林水産統計年報(令和２年～３年)」、農家戸数は2020年農林業センサス、 
     農業産出額の淡路地域は県民局統計、カーネーションは農産園芸課調べ(令和２年産) 

（２）水産業 

全国でも有数な漁場で魚種も多く、京阪神の大消費地に近接することから活発な漁業

活動が営まれている。22 の漁港、1,142 の漁業経営体があり、漁業生産量 34,251ｔと

なっている。また、漁業生産額は138億円で全県(488億円)の 28.2％を占めている。 
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５ 観光 

 瀬戸内海国立公園の東端に位置し、温暖な気候と自然、歴史・文化や食材など多彩な

地域資源に恵まれ、農林水産業や地場産業を活かした体験や、サイクリングなどのスポ

ーツ・レクリエーションを通じた交流が広がっている。 

令和２年度観光客総入込数は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大幅に減少

したが、令和３年度は回復傾向にあり、前年度比119.2％（9,588千人）と増加している。 

（単位：千人） 

区分 29年度 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

総入込数 13,012 12,567 12,603 8,043 9,588 

日宿別 日帰客 11,696 11,311 11,362 7,296 8,606 

宿泊客 1,316 1,256 1,241 747 982 
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